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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

西
野
々
村
に
前
身
道
場
が
存
在
か

船
場
・
南
堀
江
・
今
宮
か
ら
新
堂
へ

昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）、
現
新
堂
一

丁
目
の
松
原
中
学
校
と
国
道
三
〇
九
号
線

に
は
さ
ま
れ
た
桜
並
木
の
地
に
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
正し

ょ
う
ら
く
じ

楽
寺
が
土
地
を
所
有
し
ま

し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」237
）。

当
時
は
、
一
面
の
田
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、
正
楽
寺
は
こ
の
時
、
大
阪
市

西
成
区
今い

ま
み
や宮
町
の
三み
っ
か
じ
日
路
に
所
在
し
て
い

ま
し
た
。
新
堂
に
土
地
を
持
っ
た
こ
と
か

ら
、
寺
で
は
墓
石
の
一
部
を
移
し
、
墓
地

を
管
理
す
る
小
屋
を
建
て
た
の
で
し
た
。

正
楽
寺
は
、
江
戸
時
代
前
半
の
延え

ん
ぽ
う宝
元

年（
一
六
七
三
）、
西
本
願
寺
を
本
山
と
し

て
、
船せ

ん
ば場
、
今
の
大
阪
市
中
央
区
北
浜
に

あ
た
る
東
成
郡
生い

く
た
ま玉
庄
内
大
坂
梶か
じ
き木
町
に

開
創
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
住
職
は
勝し

ょ
う
う有
で
、

現
住
職
の
十
九
世
安あ

ま満
勝ま

さ
ひ
ろ弘

さ
ん
に
至
る

ま
で
、代
々
、安
満
家
が
継
職
し
て
い
ま
す
。

安
満
家
か
ら
は
南

な
ん
ぼ
く
ち
ょ
う

北
朝
時
代
、
後ご
だ
い
ご
醍
醐
天

皇
の
南
朝
方
に
味
方
し
た
了り

ょ
う
が
ん願の

よ
う
な

法ほ
う
し
む
し
ゃ

師
武
者
も
出
ま
し
た
。
勝
有
も
西
本
願

寺
十
三
世
の
良り

ょ
う
に
ょ如に

仕
え
て
い
た
と
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

享き
ょ

保
う
ほ
う

四
年（
一
七
一
四
）に
な
っ
て
、
寺

は
梶
木
町
近
く
の
大
坂
玉た

ま
て手

町
に
移
り
ま

し
た
。
三
世
勝し

ょ
う
し
ん

真
の
時
で
す
。
そ
の
後
も
、

幕
末
の
安あ

ん
せ
い政

二
年（
一
八
五
五
）、
十
三
世

勝し
ょ
う
げ
ん

玄
は
今
の
大
阪
市
西
区
南
堀
江
の
道
頓
堀

川
北
側
の
高た

か
き
や台

の
地
に
寺
を
移
転
さ
せ
た
の

で
し
た
。現
在
の
堀
江
中
学
校
の
場
所
で
す
。

正
楽
寺
は
山
号
を
高た

か
き
や
さ
ん

台
山
と
称
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
地
名
の
高
台
か
ら
付
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）、
十
七
世

勝し
ょ
う
け
ん
憲
の
時
に
は
、
寺
地
が
旧
高
台
小
学
校

用
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
宮
の
三
日
路

に
三
た
び
移
り
、
現
在
の
新
堂
に
は
昭
和

四
十
六
年（
一
九
七
一
）に
移
転
し
て
き
た
の
で

す
。
移
転
に
伴
い
、
本
堂
や
庫く

り裏
は
新
築
さ

れ
ま
し
た
が
、本
堂
に
掛
か
る
寺
額「
正
楽
寺
」

は
、
堀
江
の
檀
家
で
あ
っ
た
西
区
新
町
通
り

二
丁
目
の
加か

ぼ
し
い
す
け

星
伊
助
が
明
治
四
十
二
年
に
奉

納
し
た
も
の
で
す
。
境
内
墓
地
に
は
、
堀
江

や
今
宮
時
代
の
墓
石
も
見
ら
れ
ま
す
。

正
楽
寺
に
は
、
嘉か

え
い永
三
年（
一
八
五
〇
）、

勝
玄
が
ま
と
め
た『
累る

い
だ
い
き
ろ
く
ふ
ど
う
さ
い
も
く
し
ゅ
う

代
記
録
不
動
細
目
集
』

と
い
う
寺
誌
が
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

同
誌
に
よ
る
と
、
開
創
時
の
延
宝
元
年

十
一
月
九
日
に
、
当
時
の
西
本
願
寺
十
四

世
寂じ

ゃ
く
に
ょ

如
に
よ
っ
て
、
現
在
、
本
堂
に
祀
ら

れ
て
い
る
本
尊
の
阿あ

弥み

だ陀
如に
ょ

来ら
い

像
が
与
え

ら
れ
、
同
時
に
正
楽
寺
の
寺
号
も
許
さ
れ

て
い
ま
す
。「
木も

く
ぶ
つ佛
寺
号
御
免
」「
寂
如
上
人

御
筆
」
と
あ
り
ま
す
。
同
日
、
十
三
世
良

如
の
御ご

え
い影

も
下
さ
れ
、
同
月
十
七
日
に
は

浄
土
真
宗
開
祖
の
親し

ん
ら
ん鸞
聖
人
の
御
影
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寂
如
は
、
こ
れ
よ
り

八
カ
月
前
の
寛か

ん
ぶ
ん文

十
三
年（
一
六
七
三
）三

月
五
日
に
、
聖
徳
太
子
な
ど「
太
子
七
高

僧
御
影
」も
下
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
同
誌
の
中
に
、「
当
寺
略
景
図

写
」
と
書
か
れ
た
一
項
が
あ
り
、
興
味
深
い

文
章
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
正
楽
寺

の
前
身
と
推
察
さ
れ
る
道
場
が
本
市
西
野
々

に
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

の
で
す
。
冒
頭
に「
天て

ん

正し
ょ
う

年
中 

河か
し
ゅ
う刕
丹た
ん
ぼ
く北

郡
西に

し
の
の野
村
建
立
之の

因
縁
」
と
書
き
出
し
、
開

基
は
道ど

う
ぜ
ん善
と
見
え
ま
す
。
四
代
住
職
ま
で
西

野
々
村
に
住
し
ま
し
た
が
、
の
ち
慶

け
い
ち
ょ
う長
七
年

（
一
六
〇
二
）
に
大
坂
梶
木
町
に
移
っ
た
と
記

し
て
い
ま
す
。
五
代
・
六
代
住
職
と
続
き
、

そ
の
六
代
勝し

ょ
う

雲う
ん
の
次
男
が
正
楽
寺
開
基
の

勝
有
で
あ
る
と
し
ま
す
。
勝
雲
長
男
の
勝

し
ょ
う
お
う應、

す
な
わ
ち
勝
有
の
兄
は
、
同
じ
梶
木
町
に
あ

っ
た
本
願
寺
派
の
尊そ

ん
こ
う
じ
光
寺
の
住
職
と
な
っ
て

お
り
、
弟
の
勝
有
が
道
場
を
ま
か
さ
れ
、
延

宝
元
年
に
正
楽
寺
の
寺
号
や
本
尊
の
阿
弥
陀

如
来
像
を
西
本
願
寺
か
ら
下
さ
れ
、
道
場
か

ら
寺
観
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
西
野
々
一
丁
目
に
東
本
願
寺

を
本
山
と
す
る
真
宗
大
谷
派
の
一い

ち
ら
い
さ
ん

頼
山

西さ
い
ほ
う
じ

法
寺
が
あ
り
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」

105
）。
寛
文
九
年（
一
六
六
九
）
十
二
月
に
西

野
々
村
惣そ

う

道
場
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
、
当
初
は
本
願
寺
派
で
し
た
。
す
で

に
、
西
野
々
村
に
は
戦
国
時
代
の
天
正
年
中

（
一
五
七
三
〜
九
一
）
に
正
楽
寺
の
前
身
道

場
が
あ
り
、
同
道
場
が
慶
長
七
年
に
大
坂

へ
移
っ
た
後
、
西
法
寺
前
身
道
場
が
同
じ

西
本
願
寺
を
本
山
と
し
て
、
受
け
継
が
れ

て
い
っ
た
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

西
野
々
村
で
法
灯
を
続
け
る
西
法
寺
と

正
楽
寺
と
の
関
係
は
不
明
で
す
が
、
正
楽

寺
が
松
原
の
地
に
里
帰
り
し
た
か
の
よ
う

で
、
歴
史
の
巡
り
あ
わ
せ
を
感
ぜ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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▲『累代記録不動細目集』
　（正楽寺蔵）

▲正楽寺本堂内の
　阿弥陀如来像（中央）

▲本堂に掛かる「正楽寺」額　
　（明治42年）

▲正楽寺
（新堂1丁目、昭和46年移転）


